
もみじから差し込む光に包まれて
11月30日、滝ノ谷不動峡もみじまつりを開催。子どもたちは、じゅう
たんのように広がる真っ赤なもみじを拾い上げ、目を輝かせていました。
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平
成
24
年
８
月
、
子
ど
も
や
子
育
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
が
成
立
し

ま
し
た
。

こ
の
法
律
と
、
関
連
す
る
法
律
を
基
に
、

幼
児
期
の
教
育
や
保
育
、
地
域
に
お
け
る

子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
く
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
が
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

新
制
度
で
は
、
子
ど
も
や
家
庭
の
状
況
に

応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
、
各
市
町
村

が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
す
。

な
お
、
国
で
は
新
制
度
の
実
施
の
た
め

に
、
消
費
税
が
10
％
に
な
っ
た
際
の
増
収

分
か
ら
、
毎
年
７
千
億
円
程
度
を
充
て
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
へ

す
く
す
く
　
ふ
じ
え
だ

す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
笑
顔
で
成
長
し
て
い
く
た
め
に
。

す
べ
て
の
家
庭
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
育
て
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
た
め
に
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
児
童
課　

☎
６
４
３
・
３
２
４
６

始
ま
る
よ
！

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
核
家
族

化
、
地
域
で
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど

と
い
っ
た
社
会
の
変
化
の
中
で
、
子
育
て

の
孤
立
感
と
負
担
感
を
感
じ
て
い
る
親
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
育
所
な

ど
に
入
れ
な
い
と
い
う
問
題
も
全
国
的
に

深
刻
な
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
と
子
育
て
を
め
ぐ

る
課
題
を
解
消
し
、
す
べ
て
の
家
庭
が
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
子
ど
も
が
健
や

か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
し
て
い

く
た
め
に
、
今
ま
で
の
制
度
を
見
直
し
て
、

新
た
に
始
ま
る
の
が
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」
で
す
。

【
支
援
の
量
を
拡
充
】

　

支
援
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
家
庭
が

利
用
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

・
子
ど
も
の
年
齢
や
親
の
就
労
状
況
な
ど

に
応
じ
た
多
様
な
支
援
を
用
意
。
幼
児

教
育
・
保
育
や
子
育
て
支
援
の
選
択
肢

を
増
や
し
ま
す
。

・
１
人
目
は
も
ち
ろ
ん
、
２
人
目
以
降
も

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
幼
児

教
育
と
保
育
の
受
け
皿
を
増
や
し
ま
す
。

【
支
援
の
質
を
向
上
】

　

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
豊
か
に
育
っ
て
い

け
る
よ
う
に
、
幼
稚
園
や
保
育
所
、
認
定

な
ぜ
、
新
し
い
制
度
に
な
る
の
？

ど
ん
な
良
い
こ
と
が
あ
る
の
？

どんな施設・事業が対象になるの？　

施設・事業 内容 新制度への移行

認定こども園
（０歳～５歳児）

幼稚園と保育所の機能を併せ持ち、幼児教育と
保育を一体的に行う施設

現在、市内にある「青島こども園」「広幡こど
も園」が新制度に移行します

幼稚園
（満３歳～５歳児）

教育の基礎をつくるため、遊びを中心とした幼
児期の教育を行う学校施設

市内では、平成27年度から新制度に移行する
園はありませんが、平成28年度以降に移行す
る場合があります

認可保育所
（０歳～５歳児）

就労などのため家庭で保育できない乳幼児を、
保護者に代わって保育を行う養護・教育施設 市内の全認可保育所が新制度に移行します

地域型保育
（０歳～２歳児） 19人以下の少人数の単位で子どもを預かる事業

家庭的保育 家庭的な雰囲気の中で、少人数（定員５人以下）
を対象にきめ細やかな保育を行う

新制度に移行予定。一部、新制度への移行に
合わせ、小規模保育に事業を移行します

小規模保育
新制度により新たに始まる事業。
少人数（定員６人～19人）を対象に、小規模な
環境で保育を行う

認可外保育所のうち、市の認可を受けたもの
や、現在６人以上の家庭的保育が小規模保育
に移行します

事業所内保育 従業員の子どもと併せて地域の子どもの保育を
行う

市内では、平成27年度から新制度に移行する
事業所内保育はありませんが、平成28年度以
降に移行する場合があります

認可外保育所
（０歳～５歳児）

認可外保育所として県に届け出ている、保護者
に代わって乳幼児の保育を行う養護・教育施設

認可を受けて認可保育所や地域型保育に移行
するものと、現行制度のまま認可外保育所と
して保育を行うものがあります

こ
ど
も
園
な
ど
の
職
員
の
配
置
の
改
善
や
、

処
遇
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
認
定
こ
ど
も
園
を
普
及
】

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
や
特
長
を
併

せ
持
つ
「
認
定
こ
ど
も
園
」
を
普
及
し
、

幼
児
期
の
子
ど
も
が
教
育
と
保
育
を
一
体

的
に
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

地域の子育て支援を充実
　新制度は、共働きの家庭だけでなく、すべての家庭を支援する仕組みで
す。地域のさまざまな子育て支援を充実していきます。

【一時預かり】
　急な用事や短期就労時など、
ニーズに合わせて一時預かりを利
用しやすくします。
【子育て支援センター】
　地域の身近な場所に、親子の交
流や子育て相談ができる施設を増
やします。

【放課後児童クラブ】
　保護者が昼間家庭にいない児童
が、放課後に安心して過ごせる「放
課後児童クラブ」の対象を、小学
校６年生まで拡大。必要に応じて、
施設数を順次増やします。
　また、職員や設備などの質を向
上させます。

市の取り組み

「子ども・子育て会議」の設置
　市では、子ども・子育て支援に関する施策
を計画的に推進するため、15人の委員からな
る「藤枝市子ども・子育て会議」を昨年10
月に設置。子ども・子育て支援に関する計画
の策定や、施策の実施状況の進行管理などの
役割を担っています。

「子ども・子育て支援事業計画」の策定
　新制度では、市町村が支援の実施主体とし
て事業計画を策定し、支援を総合的・計画的
に行います。
　市では「子ども・子育て会議」委員や市民
の皆さんの意見を踏まえ、平成27年３月まで
に計画を策定します。

新制度での利用料はどうなるの？　

　新制度に移行する施設・事業の利用料（保育料）は、国が定めた基準を上
限として、保護者の所得に応じた負担額を市町村が設定します。
　本市の保育料の額は、平成27年３月末までに決定し、皆さんにお知らせし
ます。
※国が定めた基準など詳しくは、内閣府ホームページをご覧ください。
http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/
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新制度の利用手続きの流れは？　

■ １号認定を受けて利用する場合

１
園に直接、利用の
申し込みをします

２
園から入園の内
定を受けます

３
園を通じて、利用
のための認定を申
請します

４
園を通じて、市から認
定証が交付されます
（１号認定）

５
園と利用の契約
をします

■ ２号・３号認定を受けて利用する場合

１
児童課で、入所申込書と保育の
必要性の認定申請書を受け取り
ます

２
入所申し込みと併せて
児童課に認定を申請し
ます

３
市から認定証が交付さ
れます
（２号・３号認定）

４
利用調整の上、
決定した施設な
どを利用します

認定
こども園

認定
こども園 保育所 地域型

保育

幼稚園

　
　新制度のスタートに伴い、幼稚園や保育所などを利用する場合の手続きが変わります。新制度に移行する幼稚園
や保育所などを利用するときは、幼児教育・保育の必要性に応じた認定を受ける必要があります。

■ 認定区分の種類

認定区分 対象 利用できる施設・事業 利用できる時間

１号認定 満３歳以上で就学前の子ども（２号認
定を除く） 認定こども園、幼稚園 ４時間

（教育標準時間）

２号認定 満３歳以上で保護者の就労や疾病など
により保育を必要とする子ども 認定こども園、認可保育所 11時間（保育標準時間）または、

８時間（保育短時間）

３号認定 満３歳未満で保護者の就労や疾病など
により保育を必要とする子ども

認定こども園、認可保育所、家庭
的保育、小規模保育、事業所内保育

11時間（保育標準時間）または、
８時間（保育短時間）

新制度に移行する施設・事業を利用する場合は？　

「
子
ど
も
の
笑
顔
が
ま
ち
の
元
気
に
つ
な

が
る
」。
こ
れ
は
、
市
政
を
進
め
る
上
で
の

私
の
理
念
で
す
。
新
制
度
の
ス
タ
ー
ト
を

き
っ
か
け
と
し
、
子
ど
も
に
関
す
る
施
策
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
制
度
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か

に
育
っ
て
い
く
た
め
に
、
最
善
の
環
境
を
整

え
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
に

向
け
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
、
藤
枝
の
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
子
育
て
の
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

藤
枝
で
子
育
て
を
し
て
良
か
っ
た
、
藤
枝

に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え
る
、

藤
枝
型
の
子
育
て
支
援
を
、
今
後
も
全
力
で

進
め
て
い
き
ま
す
。藤

枝
市
長
　
北
村
正
平

笑
顔
が
広
が
る
子
育
て
を

藤の里ニュースネットワークは、市政の動き
を分かりやすくお知らせするコーナーです。

ネットワークニュース

Dec.

藤の里

Fujieda City News

市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
、

藤
枝
市
へ
の
愛
着
を
深
め
、
Ｐ
Ｒ

に
活
用
し
よ
う
と
作
成
し
た
原
付

バ
イ
ク
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
が
、
11
月
11
日
に

始
ま
り
ま
し
た
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ

ン
は
、
全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た

１
２
９
作
品
か
ら
選
考
さ
れ
た
も

の
。
藤
の
花
の
カ
ー
テ
ン
を
く
ぐ

り
抜
け
た
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
飛

び
出
す
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
付
初
日
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
受
け
取
り
に
市
役
所
を
訪
れ

た
男
性
に
、
北
村
市
長
が
直
接
手

渡
し
「
交
通
事
故
に
気
を
付
け
て
、

藤
枝
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

藤とサッカーのまちをPR～ご当地ナンバープレート交付～ 問課税課　☎643･3276

UPZ安全協定の早期締結に向けて～県に参加要請～ 問連携交流課　☎643･3229

浜
岡
原
子
力
発
電
所
か
ら
半
径

31
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
に
位
置
す
る

５
市
２
町
（
藤
枝
市
・
島
田
市
・

磐
田
市
・
焼
津
市
・
袋
井
市
・
吉

田
町
・
森
町
）
は
、
11
月
12
日
に

川
勝
知
事
に「
Ｕ
Ｐ
Ｚ
安
全
協
定
」

へ
の
県
の
参
加
を
要
請
し
ま
し
た
。

安
全
協
定
は
、
原
発
周
辺
の
環

境
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
市

町
が
必
要
と
す
る
情
報
を
中
部
電

力
㈱
と
共
有
す
る
こ
と
な
ど
を
定

め
、
原
子
力
防
災
に
関
す
る
協
力

体
制
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

要
請
を
受
け
た
川
勝
知
事
は
、
協

定
へ
の
参
加
に
同
意
す
る
考
え
を

示
し
ま
し
た
。

今
後
、
県
と
の
調
整
を
行
い
、

本
年
度
中
の
安
全
協
定
の
締
結
を

目
指
し
ま
す
。

11
月
１
日
、
藤
枝
消
防
署
で
藤

枝
市
幼
年
消
防
大
会
を
開
催
し
、

市
内
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児

と
保
護
者
約
４
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。席
上
、防
火
ポ
ス
タ
ー
優

秀
10
作
品
を
表
彰
し
ま
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬

称
略
）

市
長
賞
…
守
屋
和わ

奏か
な

（
広
幡
こ
ど 

も
園
）　

消
防
長
賞
…
鷲
野 

栞し
お
り（
藤 

枝
橘
幼
稚
園
）、青
島
歩あ

ゆ

果か

（
ガ
ゼ

ル
の
森
）、山
下
煌こ

う

心し
ん

（
藤
枝
保
育 

園
）消
防
団
長
賞
…
中
田
優ゆ

里り

（
た

ち
ば
な
保
育
園
）、
西
ヶ
谷
海か

い

惺せ
い

（
前
島
保
育
園
）、
村
越
怜れ

奈な

（
岡

部
あ
さ
ひ
な
保
育
園
）　

藤
枝
署

長
賞
…
古
谷 

希の
ぞ
み

（
高
根
幼
稚
園
）、

阿
部
麻
里
奈（
岡
部
み
わ
保
育
園
）、

木き

岐き

太
一
（
葉
梨
幼
稚
園
）

子どもたちから「火の用心」～防火ポスター表彰～ 問志太消防本部予防課　☎641･9205

地域で高める防災力～災害対応の資機材を導入～ 問危機管理課　☎643･3119

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
「
地
域
防
災
組
織
育

成
助
成
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
市
内
の
２
つ
の
自

主
防
災
会
が
こ
の
宝
く
じ
の
助
成

を
受
け
、
災
害
対
応
の
資
機
材
を

導
入
し
ま
し
た
。

資
機
材
は
、
地
震
発
生
時
の
迅

速
な
情
報
収
集
・
伝
達
や
、
火
災

の
初
期
消
火
、
長
期
間
に
わ
た
る

生
活
の
場
と
な
る
避
難
場
所
の
環

境
整
備
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

【
高
柳
仁に

平へ
い

自
主
防
災
会
】

可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
、
発
電
機
、

移
動
用
ア
ン
プ
セ
ッ
ト

【
青
葉
町
中
自
主
防
災
会
】

無
線
機
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

▶
可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
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栄えある受章

秋の叙勲

瑞
ず い

宝
ほ う

双
そ う

光
こ う

章
しょう

（学校保健功労）
瑞宝双光章

（更生保護功労）
瑞宝双光章

（農林水産行政事務功労）

高齢者叙勲

瑞宝双光章
（警察功労）

瑞宝双光章
（警察功労）

瑞宝双光章
（消防功労）

瑞宝双光章
（警察功労）

瑞宝双光章
（警察功労）

瑞宝単光章
（警察功労）

瑞宝単光章
（警察功労）

瑞宝双光章
（警察功労）

瑞宝単
た ん

光
こ う

章
しょう

（防衛功労）
瑞宝単光章
（警察功労）

芝崎 强
つよし

さん
（田中二）

渡辺 喜
き

三
み

夫
お

さん
（平島）

藤澤 勝夫さん
（瀬古二）

磯部 勝巳さん
（前島二）

小澤 弘さん
（音羽町五）

危険業務従事者叙勲

平成26年度 県知事表彰
地域活動・ボランティア等善行功労

藤枝市身体障害者福祉協会

多年にわたり、市体育協会会長などの要職を務められ、

教育学術文化スポーツ功労 
堀田 公一郎さん（青葉町一）

市民の健康増進と体力向上に尽力され
ました。また、藤枝剣道連盟理事長や
市スポーツ少年団本部長などを歴任さ
れ、各種競技の普及・指導や地域のス
ポーツ振興、青少年の健全育成に大き
く貢献されました。

多年にわたり、身体障害者からの相談業務や、「障害
者スポーツ大
会」を継続し
て開催し、地
域福祉の向上
に寄与されま
した。

　平成26年秋の叙勲と第23回危険業務従事者叙勲、高齢者叙勲の受章者が発表されました。受章
された皆さんは、多年にわたり、住民の安全・安心などに大きく貢献されました。

鈴木 勇
ゆ

氣
き

夫
お

さん
（南新屋）

大橋 儀
の り

男
お

さん
（水守）

鈴木 舜
しゅん

光
こ う

さん
（谷稲葉）

深田 静
せ い

悦
え つ

さん
（田沼一）

福井 義男さん
（瀬古三）

秋山 光
あきら

さん
（下藪田）

鈴木 忠さん
（大洲二）

中島 正
ま さ

毅
き

さん
（音羽町四）

児童扶養手当について
問児童課　☎643･3241

　これまで公的年金など
（遺族年金、障害年金、老
齢年金、労災年金など）を
受給できる場合は、児童扶
養手当を受給できませんで
したが、12月支給分から
は、年金の金額が児童扶養
手当より低い人は、その差
額分の児童扶養手当を受給
できるようになります。
対象／母子家庭などで、公

的年金などを受給してい
る人

※受給のためには、手続き
が必要です。詳しくは、
お問い合わせください。

未来のふじえだ絵画展
問広報課　☎643･3108

　市制施行60周年を記念し 
て小学校４～６年生を対象
に募集し、子どもたちが夢
をふくらませて描いた絵画
展です。

とき・ところ／12月16日㈫～
25日㈭…駅南図書館、12
月27日㈯～１月14日㈬…
生涯学習センター

※いずれも開館時間の展示
です。１月11日㈰は成人
式のため展示はお休みし
ます。

市制施行60周年記念　藤枝トップアスリートスクール
問サッカーのまちドリームプラン推進室　☎643･3138

　東京オリンピック・パラリンピックに向けた選手育成
を目的に行う、あらゆる競技の選手を支える指導者や保
護者の皆さんのための講演会です。

とき／12月10日㈬午後７時～８時30分
ところ／生涯学習センター
講師／金田喜

の ぶ

稔
と し

さん（元サッカー日本代表・名蹴会会長）
演題／
　グッドルーザーの精神～真のスポーツマンシップ～
　スポーツ選手の指導者・保護者

としての関わり方や役割とは
定員／382人（先着順）
※直接会場へ
※駐車場に限りがあるため、ご来

場の際は、乗り合わせなどでお
越しください。

藤
の
里
観
光
大
使　

７
代
目

藤
娘
コ
ン
テ
ス
ト

出
場
者
募
集

市
内
外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
藤
枝
市
を
Ｐ

Ｒ
す
る
藤
の
里
観
光
大
使
「
藤
娘
」
を
募
集
し
ま
す
。

大
都
市
で
の
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
友

好
都
市
で
の
物
産
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
、
式
典

で
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
活
躍
の
場
は
た
く
さ
ん
。
あ

な
た
の
表
現
力
で
、
藤
枝
の
魅
力
を
発
信
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

問
市
観
光
協
会　

☎
６
４
５
・
２
５
０
０

対象／市内に住んでいるか、通勤・通学している満18歳以上の女性（平成27年４
月現在で高校生を除く）で、市の公式行事などに優先的に参加・協力でき、モ
デルその他の専属契約をしていない人

任期／平成27年４月１日～平成29年３月31日　定員／３人（審査）
審査方法／１次選考…書類選考、２次選考…面接（２月１日㈰午前９時30分から

公開審査）
申し込み／１月23日㈮（必着）までに、商業観光課、市観光案内所、岡部総合案

内所、各市立公民館に備え付けの応募用紙に住所・氏名・年齢・職業・電話番
号など必要事項を記入の上、写真（Ｌ判・６カ月以内に撮影したもの）を添付し、
直接または郵送で〒426–0034市内駅前1–1–2市観光協会・〒426–8722市内岡出
山1–11–1市商業観光課・〒421–1121市内岡部町岡部29–1岡部総合案内所のい
ずれかへ　※応募用紙は、市観光協会ホームページからダウンロードできます。

　 http://www.fujieda.gr.jp

賞金・賞品など

・藤娘入
賞者には

、

賞金10万
円と副賞

（旅行券
）・賞品・

賞

状を贈呈し
ます。

・入賞者
を推薦さ

れ

た人には
、謝礼と

して５千
円を贈呈

します。

表現力・行動力を

重視し、明るく

健康的な女性を

選考します。
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情報 ファイルi
藤枝市役所
〒426-8722
藤枝市岡出山一丁目11番１号
☎643･3111
643･3604
http://www.city.fujieda.shizuoka.jp/

お
知
ら
せ

市
教
育
委
員
会
で
は
、
産
前
産
後
休

暇
や
育
児
休
業
中
の
教
員
な
ど
に
代

わ
る
臨
時
・
非
常
勤
講
師
を
任
用
し

て
い
ま
す
。
講
師
を
希
望
す
る
場
合

は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
／
小
・
中
学
校
の
教
員
免
許

ま
た
は
養
護
教
諭
の
免
許
を
持
っ
て

い
る
人　

▼
申
し
込
み
／
電
話
で
学

校
教
育
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
１
３
５

請
。
ま
た
は
、
直
接
、
農
業
委
員
会

事
務
局
へ 

☎
６
４
３
・
３
２
６
９

※
該
当
す
る
人
で
申
請
書
が
届
か
な

い
人
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

年
末
は
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間
／
12
月
15
日
㈪
〜
31 

日
㈬　

▼
運
動
の
重
点
／
高
齢
者
と

12
月
〜
１
月
に
製
造
事
業
所
を
対
象

に
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
、
調
査
員
が
各
事
業
所
に
伺

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
情
報
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

問
総
務
課 

☎
６
４
３
・
３
８
１
８

申
請
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

１
月
５
日
㈪
ま
で
に
、
必
ず
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
後
は

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
給
付
金
担
当
窓
口

 

☎
６
４
３
・
３
３
９
２

▼
対
象
／
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
し
て

い
る
、
①
平
成
７
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
で
、
平
成
27
年
１
月
１
日
現

在
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、
②

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
・
社
員
・

株
主　

▼
申
請
手
続
き
／
１
月
９ 

日
㈮
ま
で
に
、
部
農
会
を
通
じ
て
申

平
成
26
年
中
に
新
築
・
増
築
・
取
り

壊
し
な
ど
を
行
っ
た
場
合
や
そ
の
予

定
が
あ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
建
物
の
固
定
資
産
税
を
正
し
く

課
税
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
課
税
対
象
と
な
る
建
物
／

・
耐
久
性
の
あ
る
屋
根
と
３
面
以
上

の
壁
で
囲
ま
れ
て
い
る

・
基
礎
工
事
が
さ
れ
て
い
て
土
地
に

定
着
し
て
い
る

・
目
的
に
見
合
っ
た
利
用
空
間
が
確

保
さ
れ
て
い
る

※
市
販
の
ス
チ
ー
ル
製
の
物
置
な
ど

も
、
セ
メ
ン
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
で
基
礎
工
事
を
行
い
、

固
定
し
た
建
物
は
課
税
対
象
で
す
。

※
課
税
課
の
職
員
が
調
査
を
行
っ
た

づ
い
て
ほ
し
い
こ
と
」
の
上
映
、
難
聴

者
の
体
験
談
、
難
聴
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
実
習　

▼
定
員
／
30

人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
無

料　

▼
申
し
込
み
／
12
月
25
日
㈭
〜 

１
月
20
日
㈫
に
、
電
話
で
自
立
支
援

課
へ 

☎
６
４
３
・
３
２
９
４

臨
時
・
非
常
勤
講
師
の
登
録

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

建
物
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

農
業
用
水
に
つ
い
て

農
業
用
水
は
、
防
火
用
水
や
景
観
・

生
態
系
の
保
全
な
ど
「
地
域
用
水
」

と
し
て
の
機
能
も
持
つ
大
切
な
資
源

で
す
。
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
な
ど
一
人

一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
、

資
源
を
大
切
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

大
井
川
農
業
用
水
の
断
水

設
備
点
検
の
た
め
、
大
井
川
農
業
用

水
を
完
全
断
水
し
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
地
域
／
大
洲
・
高
洲
・
西
益

津
の
全
域
、
青
島
・
藤
枝
・
広
幡
の

一
部（
主
に
国
道
１
号
南
側
）　

▼
期

間
／
１
月
１
日
㈷
午
前
５
時
〜
３ 

日
㈯
午
後
５
時
（
予
定
）

問
大
井
川
土
地
改
良
区

 

☎
０
５
４
７
・
３
７
・
７
１
５
１

ミニドック・ミニチェックの受診助成
問志太医師会　☎645･1678

募

集

種　類 料金（助成後）
ミニドック 3,500円

ミニチェック（女性限定） 1,500円

胃がん検診☆ 2,000円

大腸がん検診☆ 500円

骨密度測定★ 1,250円

体脂肪測定 525円

胸部エックス線撮影 840円
注：☆は、ミニドック受診者のみ受けられます。
　　★は、ミニチェックに含まれます。

ミニドックやミニチェック、胃がん・大腸がん検診などの受診者には、市
からの一部助成があります。
対象／昭和50年４月２日以降生まれで、藤枝市に住民票があり、健康診断を
受ける機会がない人

とき／２月２日㈪～ 13日㈮（日曜日、祝日を除く）
ところ／志太医師会検診センター（保健センター隣）
内容／ ミニドック 身体・腹囲測定、尿・血圧・血液・眼底・心電図検査
　　　 ミニチェック（女性限定） 身体･腹囲・骨密度測定、尿・血圧・血液

検査
申し込み／12月19日㈮～１月21日㈬午前９時～午後４時（Eメール・ホーム
ページ以外は、12月27日㈯～１月４日㈰を除く）に、直接または電話・ファ
クス・Ｅメール・志太医師会ホームページのフォームに住所・氏名（フリ

国民健康保険限度額認定証を利用している70歳未満の人へ
問国保年金課　☎643･3349

　平成27年１月１日から、高額療養費の算定基準の見直しにより、医療費の自己負担限度額が変更となります。それに
伴い、一部の人が現在持っている限度額適用認定証の有効期限は12月31日で終了しますので、お知らせします。

対象／国民健康保険税を完納していて、国民健康保険に加入している70歳未満の人で、
　①認定証を持っている人　⇒　１月１日からの新しい認定証を、12月中旬～下旬に市から送付します。
　②認定証を持っていなくて、１月以降に入院または高額の外来受診をする予定のある人
　　　　　　　　　　　　　⇒　12月15日㈪以降に、対象者の国民健康保険証、世帯主の認印、手続きを行う本人の　
　　　　　　　　　　　　　　　確認書類（免許証など）を持って、直接、国保年金課または岡部支所へ

平成27年１月から適用の自己負担限度額
区　　分 年３回目まで 年４回目以降

旧ただし書き所得901万円超 252,600円＋（医療費の総額－842,000円）×1％ 140,100円
旧ただし書き所得600万円～901万円以下 167,400円＋（医療費の総額－558,000円）×1％ 93,000円
旧ただし書き所得210万円～600万円以下 80,100円＋（医療費の総額－267,000円）×1％ 44,400円
旧ただし書き所得210万円以下 57,600円 44,400円
住民税非課税世帯 35,400円 24,600円
※世帯の中で国保に加入している人の旧ただし書き所得の合計値が判定対象となります。
※旧ただし書所得…総所得金額から、基礎控除33万円を引いた額となります。
※70歳以上の人の区分は変更ありません。

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
、
夕
暮
れ

時
か
ら
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
、
飲

酒
運
転
の
根
絶
、
追
突
事
故
防
止
と

自
発
光
式
反
射
材
の
着
用
の
促
進

問
協
働
政
策
課

 

☎
６
４
３
・
３
１
８
９

ガナ）・生年月日・性別・電話番号・携帯電話番号・希望する検診の種類、希望受信日を記入し、志太医師会へ
　 645･1707　 kenshin-ct@shida.shizuoka.med.or.jp　 http://www.shida.shizuoka.med.or.jp
※Eメールでの申し込みは、件名に「ミニドック・ミニチェックの申し込み」と記入してください。
※２月２日㈪・４日㈬・５日㈭・６日㈮・10日㈫・12日㈭・13日㈮は託児あり（要予約、定員／各日35組（申込順）、
託児料／１人につき100円）。詳しくは、お問い合わせください。

平
成
27
・
28
年
度
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
／
建
設
工
事
、
物
品
の
製

造
・
販
売
・
役
務
の
提
供
な
ど
を
し

て
い
る
業
者　

▼
受
付
期
間
︵
提
出

先
︶
／
建
設
工
事
…
１
月
13
日
㈫
〜

２
月
27
日
㈮
（
契
約
検
査
課
）、
物

品
の
製
造
・
販
売
・
役
務
の
提
供
…

１
月
13
日
㈫
〜
２
月
13
日
㈮
（
管
財

課
）　

▼
申
し
込
み
／
直
接
ま
た
は

郵
送
（
必
着
）
で
各
提
出
先
へ

※
建
設
工
事
の
市
内
業
者
は
１
月
30

日
㈮
締
切
で
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
契
約
検
査
課

 

☎
６
４
３
・
３
２
４
９

　

管
財
課 

☎
６
４
３
・
３
２
６
３

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

観
覧
席
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
12
月

下
旬
〜
５
月
31
日
㈰
の
間
、
施
設
を

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 

☎
６
４
３
・
３
１
２
６

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

サ
ッ
カ
ー
場
改
修
工
事

建
物
に
つ
い
て
は
、
連
絡
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
課
税
課 

☎
６
４
３
・
３
２
７
９

家
族
介
護
教
室

▼
対
象
／
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る 

人
、
協
力
し
て
い
る
人　

▼
と
き
／ 

１
月
22
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
洲
公
民
館　

 

▼
内
容
／
介
護
者
の
た
め
の
体
操

教
室　

▼
定
員
／
20
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し
込

み
／
１
月
21
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
で

安
心
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
第
２
開
寿

園
へ 

☎
６
３
４
・
０
２
３
２

▼
と
き
／
１
月
25
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容
／
ビ
デ
オ
「
い
ま
気

文
字
で
伝
え
る

「
要
約
筆
記
」
ミ
ニ
講
座

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
コ
ー
ス
・
と
き
／
火
曜
コ
ー
ス
…

１
月
６
日
〜
３
月
10
日
、
木
曜
コ
ー

ス
…
１
月
８
日
〜
３
月
12
日　

い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
正
午　

▼
と
こ

ろ
／
市
民
テ
ニ
ス
場　

▼
定
員
／
各

50
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
６

千
円
（
全
10
回
）　

▼
持
ち
物
／
運

動
の
で
き
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ

ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ　

▼
申
し
込
み
／
12

月
16
日
㈫
か
ら
、
直
接
、
市
民
テ
ニ

ス
場
へ 

☎
６
４
４
・
６
０
８
０

朗
読
劇
に
よ
る
郷
土
の
伝
説
め
ぐ
り

▼
と
き
／
12
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
文
学

館
講
座
学
習
室　

▼
内
容
／
「
大
井

神
社
の
大
楠
」「
黒
犬
物
語
」「
き

つ
ね
軟な

ん

膏こ
う

」　

▼
定
員
／
50
人
（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
１
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）　

▼
申
し
込

み
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
郷
土

博
物
館
・
文
学
館
へ

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

 

６
４
４
・
８
５
１
４
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トリックアートおもしろ写真募集
問文化財課　☎645･1100

パブリックコメント募集 陶芸に挑戦してみませんか
問陶芸センター　☎639･0148

出
会
い
・
恋
愛
か
ら
子
育
て
を
テ
ー

マ
に
し
た
短
歌
「
あ
い
の
う
た
」

▼
募
集
部
門
／
一
般
、ジ
ュ
ニ
ア︵
高

校
生
以
下
︶　

▼
申
し
込
み
／
１
月

８
日
㈭
︵
必
着
︶
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
で
〒
420‒

8601
静

岡
市
葵
区
追
手
町
９‒

６
県
こ
ど
も

　３万人を超す来場者でにぎわった郷土
博物館特別展「大江戸物語トリックアー
ト展」。作品の前で撮ったおもしろ写真
や自慢の写真を募集し、展示します。

展示期間／２月14日㈯～３月29日㈰
ところ／文学館市民ギャラリー
申し込み／12月27日㈯までに、直接、プ
リントした写真（L版）を持参するか、

対象／市内に住んでいるか、通勤・通学している人。市 
への納税義務がある人。本事案に利害関係を有する人
意見募集期間／12月19日㈮～１月19日㈪
公表場所／各問い合わせ課・行政情報コーナー・岡部
支所、文化センター、各市立公民館、市ホームページ
意見提出方法／意見書に住所・氏名・電話番号と計画
（案）に対する意見を記入し、直接または郵送・ファ
クス・Ｅメール・電子申請で各問い合わせ課へ
　宛先：〒426‒8722市内岡出山1‒11‒1
第４期藤枝市障害福祉計画
必要とされる障害福祉サービスについて、体制の確保
や推進に関する基本的事項を定める計画です。
問自立支援課　☎643･3149　 644･2941
jiritsu@city.fujieda.shizuoka.jp
藤枝市新市民協働指針・行動計画
市民の皆さんと共にまちづくりを進めるための計画です。
問市民活動団体支援室　☎643･3274　 643･3327
siminkatsudo@city.fujieda.shizuoka.jp

七輪陶芸教室
　陶器が焼成されていく様子が見える七輪陶芸教室です。
とき・内容／12月21日㈰…作陶（ぐい飲み３個）、１月11日㈰…焼成　
　午前10時～正午　定員／20人（申込順）　受講料／1,500円
申し込み／12月20日㈯までに、電話で陶芸センターへ
陶芸教室
　①手ろくろコース（全10回）
　とき／
　　【火曜日コース】１月13日～３月17日　午前10時～正午
　　【水曜日コース】１月14日～３月18日　午後１時30分～３時30分
　　【土曜日コース】１月10日～３月14日　午後１時30分～３時30分
　②電動ろくろコース（全10回）
　とき／【金曜日午前コース・午後コース】
　　１月９日～３月13日　午前10時～正午、午後１時～３時
定員／①各20人、②各15人（いずれも抽選）
受講料／１万円（別途粘土１㎏につき1,600円）
申し込み／12月25日㈭（必着）までに、往復ハガキに住所・氏名・電話番号・ 
希望のコースを記入し、〒426‒0131市内瀬戸ノ谷1706‒1陶芸センターへ

調
理
師
（
臨
時
職
員
）

杵き
ね

と
臼
を
使
っ
た
餅
つ
き
体
験
と
試

食　

※
直
接
会
場
へ

▼
対
象
／
60
歳
未
満
の
人　

▼
勤

務
場
所
／
市
立
総
合
病
院　

▼
勤

務
形
態
／
①
午
前
５
時
30
分
～

10
時
、
午
前
９
時
～
午
後
１
時

の
２
交
替
制
、
②
午
後
４
時
～

７
時　

▼
業
務
内
容
／
厨
房
で

の
患
者
用
食
事
な
ど
の
調
理
業

務
、
湯
茶
の
準
備
な
ど　

▼
定
員
／ 

若
干
名　

▼
申
し
込
み
／
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は 

郵
送
で
〒
426‒

8677
市
内
駿
河
台
４‒

１‒ 

11
病
院
総
務
課
へ

 

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

募

集

教
育
旅
行
生
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

台
湾
の
台
南
市
か
ら
藤
枝
東
高
校
に

研
修
に
来
る
男
子
高
校
生
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
／
２
月
６
日
㈮
の
夕
方
と
７

日
㈯
の
朝
に
藤
枝
東
高
校
ま
で
送
迎

が
で
き
る
人　

▼
と
き
／
２
月
６ 

日
㈮
～
７
日
㈯
︵
１
泊
２
日
︶
▼
定

員
／
50
家
庭　

▼
謝
礼
／
１
人
に
つ

き
６
千
円　

▼
申
し
込
み
／
12
月
15

日
㈪
～
１
月
９
日
㈮
に
、
電
話
で
市

国
際
友
好
協
会
へ

 

☎
２
７
０
・
３
２
３
２

催

し

▼
対
象
／
小
学
生
以
下　

▼
と

き
／
12
月
25
日
㈭
午
後
２
時
～
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
駅
南
図
書
館　

▼
内

容
／
読
み
聞
か
せ
、
工
作
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー　

※
直
接
会
場
へ

問
駅
南
図
書
館

 

☎
６
３
６
・
４
８
０
０

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

日本語講座　とき／１月10日～３月28日の毎週土曜日
　午後７時～８時30分（全12回）　ところ／文化センター
受講料／無料　※直接会場へ　問男女共同参画課　☎643･3198

Período:10/Janeiro 2015 a 
28/Marco 2015 

              (aos sábados, 12 
aulas)

Horário:das 19:00 as 20:30 
horas

Local:Fujieda-shi Bunka 
Center, 3 andar, sala 
1･3･4

Preço da aula:Grátis
※Ir diretamente ao local no 

dia da aula.

Aulas de Japonês
Para Principiantes

Term:January 10, 2015 
to March 28, 2015 
(Saturdays, 12 times)

Time:7:00 p.m. to 8:30 p.m.
Place:Fujieda-shi Bunka 

Center, 3F, 
　　   Room 1･3･4
Fee:Free
※Reservation is not 

required. Please come to 
Bunka Center directly.

Japanese Language Class
for beginners

WHAT'S NEW?

契
約
栽
培
で
安
定
し
た
収
入
が
得
ら

れ
る
薬
草
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
12
月
15
日
㈪
午
後
６
時
～

７
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
３
０
２

会
議
室　

▼
内
容
／
薬
草
の
栽
培
方

法
、
農
家
に
よ
る
栽
培
事
例
の
紹
介

な
ど　

▼
参
加
料
／
無
料

※
直
接
会
場
へ

問
農
林
課 

☎
６
４
３
・
３
２
６
６

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
稲
葉
公
民
館　

▼
定
員
／
16
人
︵
申
込
順
︶　

▼
参

加
料
／
１
２
０
０
円
︵
材
料
費
込

み
︶　

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
布
巾
４
枚
、
筆
記
用
具
、
メ

モ
用
紙　

▼
申
し
込
み
／
12
月
12 

日
㈮
か
ら
、
電
話
で
稲
葉
公
民
館
へ

 

☎
６
４
３
・
５
０
０
５

▼
と
き
／
12
月
23

日
㈷
午
前
９
時
～

11
時　

▼
と
こ

ろ
／
大お

お

旅は
た
ご籠

柏か
し
ば

屋や　

▼
内
容
／
笹さ

さ

を

使
っ
た
す
す
払
い
、

か
し
ば
や
大
掃
除
と
餅
つ
き

薬
用
作
物
栽
培
説
明
会

未
来
課
へ 

☎
２
２
１
・
２
０
３
７

 

２
２
１
・
３
５
２
１

http://ainouta-shizuoka.jp

※
審
査
結
果
は
２
月
に
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表
。
優
秀
作
品
は
県

の
意
識
啓
発
に
活
用
予
定
で
す
。

知
っ
て
得
す
る
、
病
気
と
治
療
の
話
。

▼
と
き
／
１
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

▼
講
師
／
吉
野
篤あ

つ

人と

さ
ん
︵
浜
松
医

科
大
学
教
授
︶、
山
本
龍
夫
・
市
立

総
合
病
院
副
院
長
、
丸
山
保
彦
・
市

立
総
合
病
院
統
括
診
療
部
長　

▼
受

講
料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

問
病
院
企
画
室

 

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

市
民
公
開
講
座
　
拡
大
版

瀬
戸
ノ
谷
の
峠
に
あ
る
大お

お

銀い
ち
ょ
う杏

の
木

「
峠
の
ツ
リ
ー
﹂
に
光
が
と
も
る
中
、

音
楽
や
食
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
12
月
13
日
㈯
午
後
５
時
～

７
時　

▼
と
こ
ろ
／
峠
駐
車
場　

▼
内

容
／
音
楽
ス
テ
ー
ジ
、
飲
食
、
灯
籠

の
展
示
な
ど　

※
直
接
会
場
へ

※
点
灯
時
間
は
午
後
５
時
～
９
時
。

１
月
10
日
㈯
ま
で
点
灯
予
定
。

問
藤
の
瀬
会
館

 

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

峠
の
ツ
リ
ー「
ぬ
く
も
り
パ
ー
テ
ィ
ー
」

Ｅメールに住所・氏
名・電話番号を記入
し、写真を添付して
文化財課へ
※１人２点まで。
※見学は無料です。
muse@city.fujieda.shizuoka.jp

 

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

▼
と
き
／
２
月
15
日
㈰
午
前
９
時
～　

▼
と
こ
ろ
／
県
藤
枝
総
合
庁
舎
︵
瀬

狩
猟
免
許
試
験

親
子
お
菓
子
作
り
教
室

▼
と
き
・
内
容
／
①
12
月
20
日
㈯
⋮

ク
リ
ス
マ
ス
ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
②
２

月
14
日
㈯
⋮
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ

レ
ー
ト　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
藤
の
瀬
会
館　

▼
定
員
／
各
10
組︵
申
込
順
︶　

▼
参

加
料
／
①
１
５
０
０
円
、
②
千
円　

ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
・
リ
ト
ミ
ッ
ク

▼
対
象
／
未
就
学
児
と
そ
の
親　

 

▼
と
き
／
１
月
30
日
、
２
月
13
日
・
20 

日
、
３
月
６
日
・
13
日　

い
ず
れ
も

金
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
10
時
10
分
、

午
前
10
時
25
分
～
11
時
５
分
、
午
前

11
時
20
分
～
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
市

民
会
館　

▼
定
員
／
各
20
組
︵
申
込 

順
︶　

▼
参
加
料
／
各
３
千
円︵
全
５ 

回
︶　

▼
申
し
込
み
／
12
月
20
日
㈯
か 

ら
、
参
加
料
を
持
っ
て
、
直
接
、
市

民
会
館
へ 

☎
６
４
３
・
３
９
３
１

白
ふ
じ
の
里
体
験
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
教
室

▼
と
き
／
12
月
23
日
㈷
午
前
10 

時
～
正
午　

▼
定
員
／
14
人
︵
申

込
順
︶　

▼
参
加
料
／
１
８
０
０
円

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室

▼
と
き
／
12
月
25
日
㈭
午
後
７
時

30
分
～
８
時
45
分　

▼
定
員
／
15

人
︵
申
込
順
︶　

▼
参
加
料
／
１

２
０
０
円

▼
申
し
込
み
／
各
開
催
日
の
３
日
前

ま
で
に
、
電
話
で
白
ふ
じ
の
里
へ

☎
６
３
８
・
４
１
５
５

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
女
性
交
流
会
・

講
演
会

日
本
語
の
歴
史
的
変
化
と
現
状
を
、

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き
／
１
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
青
島

北
公
民
館　

▼
内
容
／
澤
田
洋
一
さ

ん
︵
元
高
校
教
師
︶
に
よ
る
講
演

「﹃
一
青
＝
ひ
と
と
﹄
の
秘
密
～
日
本

語
の
昔
と
今
、
そ
し
て
未
来
﹂、
参

加
者
交
流
会　

▼
定
員
／
40
人
︵
申

込
順
︶　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申

し
込
み
／
12
月
10
日
㈬
か
ら
、
電
話

で
男
女
共
同
参
画
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
１
９
８

鯖さ
ば

の
さ
ば
き
方
を
学
び
、
締
め
鯖
と

麹こ
う
じ

漬づ
け

を
作
り
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
成
人　

▼
と

き
／
12
月
20
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

鯖
の
さ
ば
き
方
教
室

▼
持
ち
物
／
三
角

巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

布
巾
、
持
ち
帰
り

用
容
器︵
②
の
み
︶　

▼
申
し
込
み
／
12
月
12
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
藤
の
瀬
会
館
へ

戸
新
屋
︶　

▼
種
別
／
わ
な
猟
・
第

一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟　

▼
申
請

手
数
料
／
５
２
０
０
円　

▼
申
し
込

み
／
12
月
15
日
㈪
～
1
月
16
日
㈮
に
、

県
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
に
備
え
付

け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
〒
426 ‒

0075 

市
内
瀬
戸
新
屋
３

６
２‒

１
県
志
太
榛
原
農
林
事
務
所

森
林
整
備
課
へ☎

６
４
４
・
９
２
４
３

問
大
旅
籠
柏
屋

 

☎
６
６
７
・
０
０
１
８
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皆さんに市の財政状況を知っていただくために、平成26年度上半期（平成26年４月〜９月）の収入・支出の状
況をお知らせします。� 問財政課　☎643･3234

平成26年度予算

病院 事 業
患者数は入院・外来ともに、当初計画を下回ってい

ますが、患者１人当たりの単価は計画より上回っています。
費用面では材料費などの経費抑制に取り組んでおり、本年度
は計画通りの収支を目指します。

公営企業
会計

自
主
財
源
　
64
・
2
％

市
が
独
自
に
調
達
で
き
る
お
金

上段：予算額
下段：収入済額
 ％ ：執行率

国庫支出金

地方交付税

県支出金

市債

その他

203億6,000万円
107億4,971万円

33億6,219万円
1億7,474万円

5億6,306万円
29億5,625万円

50億1,513万円
5億1,786万円

52億7,286万円
21億5,429万円

31億6,000万円
26億5,420万円

30億5,512万円
3億5,816万円

27億   480万円
0円

21億1,700万円
12億1,540万円

民生費

公債費

土木費

衛生費

総務費

教育費

労働費

消防費

農林水産業費

商工費

議会費

予備費

諸支出金

災害復旧費

143億6,635万円
50億2,596万円
57億3,777万円
27億7,025万円
54億9,611万円
10億7,067万円
53億5,166万円
33億   116万円
42億8,715万円
14億4,718万円
38億7,188万円
13億     65万円
27億5,346万円
25億     19万円
13億6,120万円
6億5,984万円

11億2,890万円
3億5,397万円
7億3,138万円
4億2,653万円
3億1,026万円
1億5,505万円

１億円
0円

6,404万円
3,382万円
5,000万円

562万円

上段：予算額
下段：支出済額
 ％ ：執行率

35.0%

48.3%

19.5%

61.7%

33.8%

33.6%

90.8%

48.5%

31.4%

58.3%

50.0%

0%

52.8%

11.2%

市税

諸収入

繰越金

その他

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、銀
行
な
ど

か
ら
借
り
た
り
す
る
お
金

依
存
財
源
　
35
・
8
％

52.8%

5.2%

525.0%

10.3%

40.9%

84.0%

11.7%

0%

57.4%

上段：予算額
下段：収入済額
 ％ ：執行率

市債

国庫支出金

地方交付税

県支出金

その他

24億9,330万円
0円

51億   285万円
21億5,429万円

31億6,000万円
26億5,420万円

30億4,666万円
3億5,816万円

21億1,700万円
12億1,540万円

依
存
財
源
　
35
・
4
％

0%

42.2%

84.0%

11.8%

57.4%

上半期執行状況のお知らせ（９月30日現在）

一般会計 支出 予 算 額：456億1,016万円
支出済額：190億5,089万円　執行率：41.8％ 一般会計 収入 予 算 額：456億1,016万円

収入済額：207億8,061万円　執行率：45.6％

会計名 予算額
収入済額
支出済額

国民健康保険事業 150億円
54億6,457万円
63億3,431万円

簡易水道事業 3,300万円
430万円
744万円

土地取得 14億4,700万円
0円
0円

公共下水道事業 37億5,200万円
3億9,270万円
14億7,299万円

駐車場事業 2,400万円
1,509万円
587万円

農業集落排水事業 1億8,900万円
1,712万円
6,095万円

介護保険 101億5,000円
37億6,132万円
41億4,658万円

後期高齢者医療 14億円
4億9,159万円
1億8,514万円

合計 319億9,500万円
99億6,669万円
122億1,328万円

特別
会計

区分 予算額 執行済額
病院事業収益 145億8,300万円 76億6,196万円
病院事業費用 181億2,700万円 99億5,157万円
資本的収入 16億7,600万円 9億9,135万円
資本的支出 24億4,200万円 12億8,390万円

水 道 事業
　給水件数、給水料金ともに当初計画より増えています。経
常経費の削減を行い、当初計画を上回る純利益を見込んでい
ます。

区分 予算額 執行済額
水道事業収益 25億8,900万円 11億9,546万円
水道事業費用 20億7,400万円 6億8,919万円
資本的収入 4億7,500万円 826万円
資本的支出 13億5,600万円 8億2,932万円

中国語講座

航空自衛隊  静浜基地モニター

囲碁を楽しむ会  会員

産後ママの骨盤ケア教室

腰痛予防講座
平成27年武道始め

藤の里大朝市

図書館コンサート

シャルウィダンス　クリスマス会

「おにくうどんえ」フォークコンサート

▶対象／①初めての人、②中級レベル
の人　▶とき／①１月13日から毎週
火曜日午後７時〜９時、②１月15日
から毎週木曜日午後７時〜９時　▶と
ころ／青島北公民館　▶内容／短文の
聞き取りや作文など　▶定員／各５
人（申込順）　▶参加料／１回800円　
▶持ち物／辞書、筆記用具など　▶申
し込み／12月22日㈪までに、電話で
中国語普及会（安藤宅）へ
	 ☎636･1445

習センターほか　▶内容／骨盤のゆが
みや緩みの改善のためのエクササイズ　
▶定員／25人（申込順）　▶受講料／
月２千円　▶持ち物／タオル、動きや
すい服装、水筒　▶申し込み／12月
10日㈬から、電話でポポラ・フィジ
オクラブ（相馬宛）へ
	 ☎090･9266･3136
※子ども連れでの受講もできます。

▶対象／女性（主に産後の女性）　▶と
き／毎週火・木・金曜日午前10時30
分〜11時30分　▶ところ／生涯学

▶とき／１月10日㈯午後０時30分〜	
４時　▶ところ／県武道館　▶内容／ 
武道10団体による演武の披露　▶入場 
料／無料　※直接会場へ
問静岡県武道協議会事務局（増田宅）

☎620･3334

▶と き／12月28日㈰午前９時30
分〜11時　▶ところ／生涯学習セン
ター　▶内容／新鮮朝採り野菜・手作
り農産加工品・お正月用品の販売、お
茶の詰め放題（有料）　※直接会場へ
問藤の里朝市グループ連絡会（中山宅）
	 ☎639･0299

▶とき／12月17日㈬午後３時〜４時　	
▶ところ／静岡産業大学情報学部藤枝
図書館（駿河台四）　▶内容／グラス
ハープ・ハーモニカ・ギター演奏　▶定 
員／60人（先着順）　▶入場料／無料　	
※直接会場へ
問静岡産業大学情報学部藤枝図書館
	 ☎646･5441

▶対象／社交ダンスができる人　▶と 
き／12月23日㈷午後６時30分〜８時	
40分　▶ところ／生涯学習センター　
▶内容／生バンドに合わせたダンス
と食事会　▶定員／100人（先着順）　
▶参加料／1,500円　▶持ち物／ダ
ンスシューズ　※直接会場へ
問シャルウィダンスの会（小関宅）
	 ☎636･3581

“クラシックで笑顔を創る”ピアノと
ヴァイオリンのデュオ「スギテツ」
（2014日本レコード大賞企画賞受
賞）をゲストに迎えた公演です。
▶とき／12月23日㈷午後６時〜８時

航空祭や基地見学を通じて、静浜基地
への意見や提言を行うモニターを募集
します。
▶対象／防衛問題や自衛隊に関心があ	
る人　▶期間／平成27年４月〜平成28	
年３月31日㈭　▶定員／10人（抽選）　
▶申し込み／１月16日㈮までに、Ｅ
メールまたはハガキに、住所・氏名・
性別・生年月日・職業・電話番号・応
募動機を記入し、〒421–0293焼津
市上小杉1602静浜基地渉外室へ
	 ☎622･1234
11ftw-adm015@inet.asdf.mod.go.jp

和気あいあいと囲碁を楽しみませんか。
▶とき／毎週火・木・土曜日午後１
時〜５時　▶ところ／藤岡会館　▶定
員／６人（申込順）　▶会費／月千円　
▶申し込み／電話で松尾宛へ
	 ☎080･2667･7473

30分　▶ところ／市民会館　▶入場
料／前売り２千円、当日2,500円（未
就学児は無料。市民会館で販売）
問同実行委員会（遠藤宅）
	 ☎643･6062

▶とき／１月10日㈯午前９時30分〜	
11時30分　▶ところ／生涯学習セ
ンター　▶内容／腰痛予防のためのセ
ルフチェック、トレーニング・ケア方
法指導、個別相談　▶定員／30人（申
込順）　▶参加料／無料　▶持ち物／
動きやすい服装、タオル、水筒　▶申
し込み／１月９日㈮までに、Ｅメール
に氏名・性別・年齢・電話番号・現在
の整形外科受診の有無を記入し、静岡
県理学療法士会中部支部（小原宛）へ
	 ☎080･5134･0113
t.kohara@shizuoka-pt.com

ま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル

催　し

募　集

うたごえ喫茶

みんなで楽しく歌いましょう。
▶とき／12月26日㈮午後１時30分〜	
４時　▶ところ／青島北公民館　▶内
容／合唱、あら器量さんのギター演奏　	
▶定員／140人（申込順）　▶参加料／	
700円　▶申し込み／12月21日㈰ま	
でに、電話でコーラス楽

らっ

歌
か

声
せい

（志村宅）へ
	 ☎643･9051

藤
枝
市
は
、
３
年
連
続
し
て
県
内

一
の
人
口
増
加
都
市
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

本
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

の
基
本
と
な
る
４
つ
の
Ｋ
（
健
康
・

教
育
・
環
境
・
危
機
管
理
）
の
政
策

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら

も
注
目
さ
れ
る
「
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
」
や
「
ふ
じ
え
だ
教
師
塾
」
の
取

り
組
み
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
、
民
間
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
が
実
を
結
び
、
人
口
増

加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
、よ
り
多
く
の
人
が
住
み
・

訪
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
文
化
と
し

て
根
付
く
サ
ッ
カ
ー
や
お
茶
、
街
道

の
歴
史
・
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

魅
力
を
発
信
。
藤
枝
駅
周
辺
の
再
開

発
や
、
蓮
華
寺
池
公
園
の
再
整
備
な

ど
、
新
た
な
ま
ち
の
魅
力
を
創
出
し
、

シ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
子
育

市
制
施
行
60
周
年
記
念

知
っ
て
る
!?
藤
枝

静
岡
県
で
最
も
「
選
ば
れ

る
ま
ち
」
藤
枝

て
支
援
や
起
業
・

創
業
支
援
な
ど
も

充
実
さ
せ
、
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指

し
ま
す
。
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業務・施設
12月 １月

20日
㈯

21日
㈰

22日
㈪

23日
㈷

24日
㈬

25日
㈭

26日
㈮

27日
㈯

28日
㈰

29日
㈪

30日
㈫

31日
㈬

1日
㈷

2日
㈮

3日
㈯

4日
㈰

市役所の一般事務 × × ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × ×
市役所・文化センターの市民課業務 ○ × ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × ×
岡部支所の市民窓口業務 ○ × ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × ×
各地区行政センターの証明書発行業務 ○ × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ×
上水道の修理 当 当 ○ 当 ○ ○ ○ 当 当 当 当 当 当 当 当 当
燃やすごみの収集 × × ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ × × × × ×
木くず・せん定枝の収集 × × ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × ×
容器包装プラスチックの収集 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × ×
北部・南部エコステーション ○ ○ × × × × × × × × × × × × × ○
岡部エコステーション × ○ × × × × × × × × × × × × × ○
し尿くみ取り ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × × ×
文化センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○
各地区行政センター ○ × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ×
生涯学習センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○
駅南図書館 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×
岡出山図書館 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × ×
岡部図書館 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×
老人福祉センター藤美園 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×
福祉センターきすみれ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×
市民会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○
市民ホールおかべ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○
藤の瀬会館 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○
市民体育館・市武道館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○
市民グラウンド・市民テニス場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○
総合運動公園 ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × △ △
大井川河川敷グラウンドゴルフ場 ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○
西益津温水プール　※１月10日㈯まで施設工事。 ○ × × × × × × × × × × × × × × ×
大洲温水プール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○
勤労者体育館 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○
勤労青少年ホーム ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○
大久保グラススキー場・キャンプ場 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○
陶芸センター ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○
スポーツ・パル高根の郷 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○
いきいき交流センター ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○
白ふじの里 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × ○
たまゆら ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○
玉露の里 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○
瀬戸谷温泉ゆらく ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○
観光案内所・岡部総合案内所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×
市営駅前駐車場・駅南自転車駐車場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
各市立公民館 ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○
サンライフ藤枝 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○
郷土博物館・文学館 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × ×
志太郡衙資料館・史跡田中城下屋敷 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × ×
岡部宿大旅籠柏屋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×
千貫堤・瀬戸染飯伝承館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×

自
主
運
行
バ
ス

藤枝駅善左衛門線 ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ●
西焼津駅水守線 × × ○ × ○ ○ ○ × × ○ × × × × × ×
藤枝駅ゆらく線 ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● × × × ●
藤枝駅光洋台線 × × ○ × ○ ○ ○ × × ○ × × × × × ×
大久保上滝沢線 ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● × × × ●
朝比奈線 ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

市のしごと
年末年始の

○印…仕事をする日（施設を利用できる日）　×印…休みの日（施設を利用できない日）　△印…グラウンドゴルフ場のみ利用可
●印…土日祝日ダイヤで運行　当印…上水道の緊急修理を当番店（広報ふじえだ11月20日号・12月20日号に掲載）のみが行う日
※12月22日㈪～１月６日㈫は、藤美園のお風呂は利用できません。

 市役所　人事課　☎643·3704
仕事納め

12月26日㈮まで、平常通り業務を行います。
仕事始め

１月５日㈪から、平常通り業務を行います。

 ご　み　生活環境課　☎643·3681
燃やすごみ
年末収集最終日／月・木曜日地区…12月29日㈪
　　　　　　　　火・金曜日地区…12月30日㈫
年始収集開始日／月・木曜日地区…１月５日㈪
　　　　　　　　火・金曜日地区…１月６日㈫
容器包装プラスチック
年末収集最終日／月曜日地区…12月29日
　　　　　　　　火曜日地区…12月30日
　　　　　　　　水曜日地区…12月31日
　　　　　　　　木曜日地区…12月25日
　　　　　　　　金曜日地区…12月26日
年始収集開始日／１月５日の月曜日地区から平常通り収集
木くず・せん定枝
年末収集最終日／月曜日地区…12月22日
　　　　　　　　火曜日地区…12月16日
　　　　　　　　水曜日地区…12月24日
　　　　　　　　木曜日地区…12月25日
　　　　　　　　金曜日地区…12月26日
年始収集開始日／１月５日の月曜日地区から平常通り収集
多量のごみは直接、処理施設へ

多量のごみや粗大ごみは、直接、次の処理施設へ搬入して
ください。年末受付は12月29日㈪まで。年始受付は１月
５日㈪から。
❖燃やすごみの自家搬入
搬入場所／高柳清掃工場　☎636･0530
受付時間／午前９時～11時、午後１時～４時
※木製の家具類は解体して搬入してください。
❖資源・不燃ごみの自家搬入
搬入場所／リサイクルセンター　☎667･2626
受付時間／午前９時～11時、午後１時～４時

 斎　場　☎629·1501
次の休場日以外は、平常通り業務を行います。
休場日／12月31日㈬、１月１日㈷

※動物の火葬は、休場日以外の午前９時～正午。

年末年始の各施設の業務状況 し尿のくみ取り　下水道課　☎644·8186
　年内に臨時くみ取りを希望する場合は、12月29日㈪ま
でに、電話で㈱静岡環境保全センター（☎636･1511）へ。
年始は１月５日㈪から。
最終くみ取り日／12月29日㈪

 医療・保健
市立総合病院　☎646･1111
　年末は12月26日㈮まで、年始は１月５日㈪から平常通
りの診療を行います。12月27日㈯～１月４日㈰は、12月
31日㈬を除き外来診療を行いません。

　救急患者の受け入れは24時間行っていますが、症状が軽
い人（初期救急患者）は、休日当番医や志太・榛原地域救急
医療センターでの受診をお願いします。
※休日当番医は、広報ふじえだ11月20日号・12月20日

号または市ホームページをご覧ください。

志太・榛原地域救急医療センター　☎644･0099
年末年始も、平常通り診察を行います。
診療時間／月曜～木曜日　午後７時30分～10時

　　　　　　金曜～日曜日　午後７時30分～翌日午前７時
診療科目／内科・小児科

※12月20日㈯・27日㈯、１月４日㈰の午後10時～翌日
午前７時は、小児科のみの診
察となります。

※健康保険証・こども医療費受
給者証・後期高齢者被保険者
証・高齢受給者証・服用中の
薬などをお持ちください。

※健康保険証を持参しないと、
全額自己負担となります。

保健センター　☎645･1111
　年末は12月26日㈮まで。年始は１月５日㈪から。

 パスポート　市民課　☎643·3123
　12月27日㈯～１月４日㈰
は、パスポートの申請・受け取
りはできません。12月17日㈬
以降に申請した場合、受け取り
は１月５日㈪以降となります。
受付時間／月曜～金曜日　午 

前９時～午後４時30分（祝 
日を除く）

12月31日㈬は予約患者の診療と一部の科で予約患者以外
の外来診療を行います。
受付時間／午前８時～11時
予約患者以外の診療を行う科／小児科、整形外科、歯科口

腔外科
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平
成
６
年
12
月
15
日
以
前
に
生
ま
れ
た
日

本
国
民
で
、平
成
26
年
９
月
１
日
ま
で
に
藤
枝

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
そ
の
後
、

引
き
続
き
３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人
で
す
。

※
平
成
26
年
９
月
２
日
以
降
に
藤
枝
市
に
転

入
し
た
人
は
、
藤
枝
市
の
選
挙
人
名
簿
に

は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
の
選

挙
で
は
藤
枝
市
で
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
前
住
所
地
の
市

区
町
村
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
転
出
し
た
人

　

平
成
26
年
８
月
14
日
以
降
に
藤
枝
市
か
ら

他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
人
で
、
転
出
先

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
藤
枝
市
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
転
出
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
を
通
じ

て
投
票
用
紙
を
請
求
し
、
転
出
先
の
市
区
町

村
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

目
の
不
自
由
な
人
や
、
文
字
が
読
め
な
い

人
、
自
筆
が
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
の
係

員
が
秘
密
を
厳
守
し
、
投
票
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

期
日
前
投
票
で
も
、
点
字
・
代
理
人
に
よ

る
投
票
が
で
き
ま
す
。

藤
枝
市
で
投
票
で
き
る
人

投票所の変更
第９投票区の投票所を、市武道館
から市民体育館に変更します。

選挙公報・審査公報をお届け
候補者・審査対象裁判官の経歴や、
政見・主な裁判の判決を記載した
公報を12月12日㈮までに各世
帯に配布します。

投票所入場券のお届け
衆議院解散から投票日までの期間
が短いため、投票所入場券が届く
のが遅れることがあります。

い
場
合
は
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）

※
岡
部
支
所
は
12
月
６
日
㈯
か
ら
、
い
ず
れ

の
会
場
も
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

は
12
月
７
日
㈰
か
ら
投
票
で
き
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
や
病
院
・
施
設

に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
12
月
13 

日
㈯
ま
で
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

投
票
日
に
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
投
票

所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
や
不
在
者
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

▼
投
票
期
限
／
12
月
13
日
㈯
ま
で

▼
投
票
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
３
階
会
議
室
、
岡
部
支

所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
持
ち
物
／
投
票
所
入
場
券
（
届
い
て
い
な

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

投票時間／午前７時～午後８時
12 14 月 日 日

投�

票�

日�
投票は、あなたが政治に参加するための大切な権利です。必ず投票に
出掛けましょう。� 問市選挙管理委員会　☎643・3818

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

点
字
・
代
理
人
に
よ
る
投
票

あなたと決める、この国の未来 ―
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